






















Ⅲ 事業・取組の詳細 （Ｒ３年度実績）

事業・取組名 担当課 令和２年度実績
令和３年度実績

（取組や補助の内容・成果）
①事業・取組

の難易度
②事業の
進捗度

評価点
(①×②)

評価
事業の

継続有無
Ｒ４年度の予定 施策ごとの

平均値
施策ごとの評価

①ハンドブック，広報，ＨＰ，ＳＮ
Ｓ等での周知・啓発
②小中学生への環境啓発
③マイバック等を利用したレジ袋
の削減
④フードドライブによる食品ロス
の削減

環境施設課 ①事業系ごみハンドブック（2020.4版)を7月に市
内事業者約2,500社に配布した。

②小中学生を対象に，「環境問題・ごみの減量
化・マイバック持参運動等」に関するポスターを募
集（応募数：344点）

③マイバッグキャンペーンは，新型コロナウイル
ス感染症感染防止のため開催なし。

④芦屋市，芦屋市社会福祉協議会，生活協同組
合コープこうべの三者で連携し，令和３年１月１３
日（水）よりフードドライブの常設化を開始。
（コープ浜芦屋，コープ打出浜，コープデイズ芦屋
の３店舗にて常時受付）

フードドライブ集中受付キャンペーンの実施
（2回：9月14～16日及びR3.1月13～15日）

①ツイッターを活用した啓発を積極的に行った。

②小中学生を対象に，「環境問題・ごみの減量化・
マイバック持参運動等」に関するポスターを募集
（応募数：360点)。

③マイバッグキャンペーンは，新型コロナウイルス
感染症感染防止のため開催なし。

④芦屋市，芦屋市社会福祉協議会，生活協同組
合コープこうべの三者で連携し，令和３年１月１３
日（水）よりフードドライブの常設化を開始（コープ
浜芦屋，コープ打出浜，コープデイズ芦屋の３店舗
にて常時受付，令和3年度年間回収数量：
1,410kg)。
　また，フードドライブ集中受付キャンペーンを実
施（R3.9月15日～17日）。

1 3 3 ○ 継続

①引き続き，ツイッターを活用した啓発を積極的に行う。

②小中学生を対象に，「環境問題・ごみの減量化・マイバッグ持参運動
等」に関するポスターを募集

③新型コロナウィルス感染症の影響により開催は未定。

④芦屋市，芦屋市社会福祉協議会，生活共同組合コープこうべの三
者等で連携し，フードドライブ事業(常設での取り組み）を継続的に行っ
ていく。

「ごみは決められた方法
に従って，分別して捨て
る」の割合で①いつもし
ているの割合を増やす。

収集運搬作業に伴うごみ出し
ルールの徹底

収集事業課 年末ごみ収集日拡充対応の継続実施により市民
の利便性向上を図ると共に，広報チャンネル「あし
やトライアングル」やHP，広報紙等を活用したごみ
出しルールの啓発を引き続き推進した。
また，12分別に基づく家庭ごみの収集及び「さわ
やか収集」を引き続き実施し，粗大ごみの「有料」
「非破砕」収集により，再生可能な家具類などの再
資源化に努めた。更に，昨年度改訂を行った「家
庭ごみ収集カレンダー」を引き続き全戸配布し，ご
み出しルールの徹底及び出し方のポイント等につ
いて日常的な周知を図った。
また，残置したごみに貼付ける「ごみ出しルール啓
発シール」による啓発を引き続き行うことにより，
収集作業現場におけるごみの分別収集ひいては
適正処理及びリサイクルに対する相乗的な市民意
識の向上に努めた。

12分別に基づく家庭ごみの収集実施するととも
に、「家庭ごみ収集カレンダー」の全戸配布や、広
報チャンネル「あしやトライアングル」やHP、広報紙
等を活用したごみ出しルールの徹底及び出し方の
ポイント等について日常的な周知を図った。また、
残置したごみに貼付ける「ごみ出しルール啓発
シール」による啓発を行うことにより、適正処理及
びリサイクルに対する市民意識の向上に努めた。
ごみの排出困難な高齢者等への「さわやか収集」
を引き続き実施し、適切なごみ出しへの支援を行っ
た。粗大ごみの「有料」「非破砕」収集により、再生
可能な家具類などの再資源化に努めた。年末のご
み特別収集を行い、その周知に合せてごみ出し
ルールの啓発を行った。

1 4 4 ◎ 継続

12分別に基づく家庭ごみの収集実施。
「家庭ごみ収集カレンダー」の全戸配布や、広報チャンネル
「あしやトライアングル」やHP、広報紙等を活用したごみ出し
ルールの徹底及び出し方のポイント等について日常的な周
知。
残置したごみに貼付ける「ごみ出しルール啓発シール」を利
用した啓発活動によるごみの適正処理及びリサイクルに対
する市民意識の向上。
ごみの排出困難な高齢者等への「さわやか収集」の実施に
よる、適切なごみ出しの維持支援。
粗大ごみの「有料」「非破砕」収集により、再生可能な家具類
などの環境施設課実施のリユースフェスタへの寄与。
年末のごみ特別収集の実施による市民の利便性向上と、そ
の周知に合せたごみ出しルールの啓発。

複数の広報媒体を
用いたごみ出しルー
ル等の周知啓発に
ついて，より有効な
手法へ改善を図りな
がら継続的に実施
することにより，ごみ
の適正処理及びリ
サイクルに対する市
民意識を醸成し，燃
やすごみの減量化
及び資源化物・粗大
ごみのリサイクル等
を一層促進する。

①リユースフェスタ等のイベント
開催
②再生資源集団回収制度によ
る再生資源の分別
③スリム・リサイクル宣言の店

環境施設課 ①リユースフェスタを開催した。(１回：1月1～2月
28日)
※新型コロナウイルス感染症感染防止対策のた
め仕組みを考え直し，ホームページで開催し，
 応募していただいた市民の幅がひろがり，広く周
知できた。（展示品数：74点　応募者数：133人）
※環境フリーマーケットは，新型コロナウイルス感
染症感染防止のため開催なし。
②集団回収団体へ回収量1㎏につき4円の報奨
金を交付することで資源の有効活用とごみの減
量を図った。
※交付団体：178団体(+1団体)，回収量：3,074ｔ(-
258ｔ)，報奨金：12,296千円（-1,032千円）
③市内の指定店において，簡易包装，再資源化
などを推進した。※店舗数：63店

①リユースフェスタを開催した。実績等は下記の通
りである(新型コロナウイルス感染症感染防止対策
のため，ホームページで開催)。
　(1)1回目：R3.9.1～R3.9.30
 　　展示件数：68点，応募者数：119人
　(2)2回目：R4.2.1～R4.2.28
　　 展示件数：65点，応募者数:46人
　 なお，環境フリーマーケットは，新型コロナウイ
ルス感染症感染防止のため開催なし。
②集団回収団体へ回収量1㎏につき4円の報奨金
を交付することで資源の有効活用とごみの減量を
図った。
※交付団体:182団体(+4団体),回収量:2961.735t(-
112.265t)，
報奨金:11,846.94千円(-449.06千円)

1 3 3 ○ 継続

①引き続き，新型コロナウィルスの影響を鑑みた開催検討とな
る。

②集団回収団体へ回収量1㎏につき4円の報奨金を交付するこ
とで資源の有効活用とごみの減量を引き続き図る。

③市内の指定店において，簡易包装，再資源化などを推進す
る。

「まだ使えるが不要となっ
たものは，リサイクル
ショップに出すなど，他の
人に使ってもらう」の回答
を増加させる。

建築ﾘｻｲｸﾙ届に対する審査・指
導

建築指導課 解体工事等に発生する建築資材のリサイクルに
関する届出の受理や指導を実施した。受理件数
158件，通知48件

解体工事等に発生する建築資材のリサイクルに
関する届出の受理や指導を実施した。受理件数
172件，通知38件 1 3 3 ○ 継続

解体工事等に発生する建築資材のリサイクルに関する届出の受
理や指導を実施する。

適切な運営の実施

３Rに関する消費者啓発 地域経済振興課 例年参加していた環境施設課のリユースフェスタ
が，新型コロナウイルス感染症拡大防止のために
集客しない形に変更されたので，啓発活動は中止
した。

昨年同様、環境施設課のリユースフェスタが，新型
コロナウイルス感染症拡大防止のために集客しな
い形に変更されたので，啓発活動は中止した。

1 2 2 ○ 一部変更
して継続

環境施設課のリユースフェスタに参加する。ただし，昨年同様集客しな
い形で開催される場合は，啓発活動は中止もしくは内容変更を検討す
る。

「まだ使えるが不要となっ
たものは，リサイクル
ショップに出すなど，他の
人に使ってもらう」の回答
を増加させる。

ごみ処理に伴う環
境負荷の低減を図
るため，施設・設
備の適正な維持管
理と保守点検を行
う

①環境処理センター運営協議会
の開催
②運転状況結果の公表

環境施設課 ①運営協議会を開催した。※新型コロナウイルス
感染症感染防止のため書面開催（8月）
②令和元年度の運転状況結果を市HP「ごみ処理
事業概要」に公表した。
③排ガス中の水銀濃度が基準値を超えないよう，
適正処理を継続して実施した。

①運営協議会を開催した(新型コロナウイルス感
染症感染防止のため8月に書面開催，11月に通常
開催(対面開催))。
②令和２年度の運転状況結果を市HP「ごみ処理
事業概要」に公表した。
③排ガス中の水銀濃度が基準値を超えないよう適
正処理を継続して実施した。

1 3 3 ○ 継続

①運営協議会を開催する
②環境処理センターの運転状況結果を市HP「ごみ処理事業概要」に
適宜公表する。
③排ガス中の水銀濃度等の測定値が基準値を超えないよう，引き続き
適正に処理を実施し続ける。

適切な運営の実施

3 ○

目標値・方向性
（Ｒ６）

①-1 担当課の評価

ごみを減らし，
資源を繰り返
し利用する

リユースフェスタな
どのイベントへの
参加や「スリム・リ
サイクル宣言の
店」の充実により，
３Ｒ活動に取り組
む

2.7 ○

施策の方向 施策（取組）

Ｐｌａｎ Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ Ａｃｔｉｏｎ

マイバックの持参
やごみ出しルール
の徹底などによ

り，ごみの減量に
努める

○3.5




